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2010年度

関 東 東 海

沖 縄 東 京

東中国

沖沖縄縄

奥 羽

東東京京

教
区
活
動
連
帯
金
留
保
で
議
論

　

こ
れ
に
対
し
、「
距
離
を
置
く

と
し
な
が
ら
、
教
団
総
会
議
員

選
挙
議
案
を
提
案
し
て
い
る
理

由
は
何
か
。
沖
縄
宣
教
連
帯
金

が
従
来
の
1
2
0
万
円
か
ら　
10

年
度　

万
円
に
減
額
さ
れ
た
こ

80

と
を
何
故
議
長
報
告
に
記
述
し

な
い
か
」と
の
質
問
が
出
た
が
、

村
椿
議
長
は
、「
常
置
委
員
会

は
、
教
団
総
会
議
員
選
挙
を
議

場
の
判
断
に
待
つ
べ
き
と
し
て

提
案
し
た
。
沖
縄
宣
教
連
帯
金

は
、基
本
的
に
は
献
金
で
あ
り
、

献
金
者
の
意
向
も
あ
る
こ
と
」

と
答
え
た
。

　

2
日
目
午
後
の
教
団
総
会
議

員
選
挙
議
案
審
議
で
は
、「
教
団

と
距
離
を
置
く
た
め
、
議
員
を

選
出
し
な
い
」
と
の
修
正
動
議

が
出
さ
れ
、「
対
話
は
時
期
尚

早
」と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
、

採
決
の
結
果
、
挙
手
多
数
で
可

決
さ
れ
、
沖
縄
教
区
は
、　

回
34

以
来
4
回
連
続
で
、
教
団
総
会

議
員
選
出
を
行
わ
な
か
っ
た
。

教
団
問
安
使
も　

年
以
来
、
8

03

年
連
続
で
拒
否
し
た
。

　

1
日
目
夕
の
議
長
選
挙
の
冒

頭
、
村
椿
議
長
は
、「
今
年
8

月
教
会
を
辞
任
し
、　

月
他
教

10

区
に
移
る
」
こ
と
を
表
明
し
、

投
票
に
入
っ
た
。
投
票
総
数　
41

中　

票
を
得
て
、
竹
花
和
成
氏

24
（
首
里
）
が
当
選
。
第
1
回
投

票
で
あ
っ
さ
り
決
ま
っ
た
こ
と

に
、
議
場
か
ら
は
小
さ
な
ど
よ

　

第　

回
沖
縄
教
区
総
会
は
、

67

5
月　

日
か
ら
2
日
間
、
沖
縄

30

キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
で
正
議

員　

人
中
、
開
会
時　

人
が
出

45

41

席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

村
椿
嘉
信
議
長
は
、
議
長
報

告
で
「
教
団
と
の
関
係
」
に
つ

い
て
、「
い
つ
ま
で
距
離
を
置
き

続
け
る
の
か
、
決
ま
っ
た
答
え

が
あ
る
訳
で
は
な
い
が
、
双
方

が
責
任
を
も
っ
て
対
話
を
開
始

す
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
沖
縄
教
区
か
ら
も
声
を

上
げ
な
が
ら
、
相
互
批
判
的
な

関
係
を
築
く
た
め
、
主
体
的
に

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
報

告
し
た
。

り
方
特
設
委
」
答
申
を
受
け
た

も
の
だ
が
、
過
去
2
年
間
の
準

備
期
間
を
外
間
永
二
作
業
委
員

会
委
員
長
は
、「
沖
縄
に
は
相
反

す
る
二
つ
の
教
会
の
イ
メ
ー

ジ
、
教
会
理
解
が
厳
然
と
し
て

あ
り
、
叩
き
台
の
文
案
を
ま
と

め
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
」
と

報
告
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
の
議
論
も
、

「
4
年
間
審
議
し
た
将
来
教
会

特
設
委
の
答
申
を
尊
重
す
べ

き
。
世
界
の
教
会
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と

を
、
日
本
だ
け
が
自
覚
し
て
い

な
い
」「
前
の
基
本
方
針
の
ど
こ

が
悪
く
、課
題
が
あ
っ
た
の
か
」

「
文
章
を
出
す
だ
け
で
な
く
、

諸
教
会
の
信
徒
と
対
話
し
て
欲

し
い
」
な
ど
と
全
く
か
み
合
わ

ず
、継
続
審
議
提
案
も
出
た
が
、

挙
手
多
数
で
特
設
委
設
置
が
決

ま
っ
た
。
今
後
厳
し
い
作
業
が

続
く
こ
と
に
な
る
。

め
き
が
起
き
た
。

　

竹
花
和
成
新
議
長
は
、「
皆
さ

ん
の
協
力
と
祈
り
な
く
し
て
、

責
任
は
果
た
し
得
な
い
。
支
え

が
あ
っ
て
の
職
務
と
理
解
し
て

い
る
。
諸
教
会
の
祈
り
で
支
え

合
う
教
区
で
あ
っ
て
欲
し
い
」

と
所
信
を
表
明
し
た
。

　

副
議
長
選
挙
は
、
第
3
回
目

の
投
票
で
、
小
倉
隆
一
氏
（
平

真
）
が
再
任
さ
れ
、
書
記
は
正

副
議
長
の
推
薦
を
議
場
が
承
認

し
て
、
藤
原
仰
氏
（
宜
野
湾
）

を
再
任
し
た
。
常
置
委
員
選
挙

は
、
6
人
（
う
ち
1
人
常
置
委

推
薦
）
中
、
再
任
は
1
人
で
大

幅
に
入
れ
替
わ
っ
た
。

　

論
議
を
呼
ん
だ
の
は
、「
教
区

宣
教
基
本
方
針
改
定
の
た
め
の

特
設
委
員
会
」
設
置
議
案
だ
っ

た
。　

年
の
「
将
来
教
会
の
在

08

　
　

年
度
予
算
の
資
金
不
足
に

10
備
え
前
年
同
様
、「
研
修
セ
ン
タ

ー
な
き
じ
ん
」
資
金
を
取
り
崩

す
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

常
置
委
員
選
挙
結
果

【
教
職
】望
月
智（
志
真
志
）、金

井
創
（
佐
敷
）

【
信
徒
】高
里
鈴
代（
西
原
）、外

間
永
二
（
平
良
川
）、
田
実
三

男
（
高
原
）、
大
森
節
子
（
那

覇
中
央
・
常
置
委
推
薦
）

（
永
井
清
陽
報
）

　

2
0
1
0
年
5
月　

日
25

（
火
）、富
士
見
町
教
会
に
お
い

て
、
第　

回
東
京
教
区
定
期
総

69

会
が
、
議
員
5
0
3
名
中
3
6

0
名
が
出
席
す
る
中
、
開
催
さ

れ
た
。

　

今
回
の
総
会
で
は
、
東
京
教

区
が
昨
年
か
ら
「
教
区
が
結
論

を
出
し
た
三
里
塚
教
会
問
題
を

現
在
も
尚
、
一
部
常
議
員
や
教

区
議
長
が
糾
弾
し
て
い
る
こ

と
」、「
阪
神
淡
路
大
震
災
救
援

金
等
に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
当

該
教
区
が
明
ら
か
に
し
な
い
こ

と
」、「
教
団
と
の
一
定
の
距
離

を
置
く
と
し
た
教
区
が
教
区
活

動
連
帯
金
や
教
団
一
般
会
計
の

当
該
教
区
宣
教
連
帯
金
を
受
け

取
る
等
」
な
ど
を
理
由
に
、
こ

れ
ら
の
問
題
が
解
決
す
る
ま
で

教
区
活
動
連
帯
金
拠
出
を
留
保

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
多

く
の
意
見
や
疑
問
が
寄
せ
ら
れ

た
。
特
に
北
海
、
沖
縄
な
ど
が

困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
と

い
う
主
張
が
な
さ
れ
「
兵
糧
攻

め
で
は
な
い
か
」「
北
海
で
は
こ

の
留
保
に
よ
る
不
足
を
、
教
区

が
補
填
し
て
き
た
が
、
そ
の
原

資
も
尽
き
る
。
お
金
を
出
さ
な

い
と
い
う
方
法
は
や
め
る
べ

き
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
長
崎
哲
夫
議

長
か
ら
「
教
区
で
す
で
に
解
決

し
て
い
る
問
題
が
様
々
な
所
で

取
り
上
げ
ら
れ
、
批
判
さ
れ
る

こ
と
、
教
団
と
距
離
を
置
く
は

ず
の
教
区
が
、
教
団
か
ら
お
金

は
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
、
兵

庫
教
区
が
震
災
後　

年
も
経
つ

16

の
に
、
教
団
の
資
金
の
使
途
を

明
ら
か
に
し
な
い
こ
と
な
ど
、

本
当
の
連
帯
を
崩
す
、
教
団
の

あ
り
方
に
対
し
て
の
留
保
で
あ

る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、

留
保
に
賛
成
す
る
立
場
か
ら
、

「
未
受
洗
者
配
餐
を
し
て
い
る

教
会
、
教
区
に
も
出
さ
な
い
な

ど
、
規
定
を
定
め
て
ほ
し
い
」

と
の
訴
え
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
常
置
委
員
会
報
告
に
対

し
て
も
多
岐
に
亘
っ
た
質
問
が
な

さ
れ
た
。
特
に
成
増
キ
リ
ス
ト
伝

道
所
の
『
被
包
括
関
係
廃
止
』の

手
続
き
に
関
し
て
と
、
教
団
の
幹

事
任
用
に
関
す
る
協
議
会
が
開

か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、意
見
や
質

問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

今
総
会
に
は
2
0
1
0
年
度

北
支
区
総
会
か
ら
「
支
区
活
動

充
実
の
た
め
に
、
支
区
交
付
金

を
教
区
経
常
会
計
総
額
の　

％
10

を
目
標
に
増
額
す
る
件
」
が
提

出
さ
れ
た
。長
崎
議
長
か
ら「
こ

の
件
は
教
区
規
則
の
変
更
に
当

た
る
の
で
、
現
時
点
で
は
議
題

と
し
て
は
成
立
し
な
い
が
、
そ

の
こ
と
も
踏
ま
え
て
議
場
に
諮

り
た
い
」
と
説
明
が
な
さ
れ
た

上
で
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。
提

案
理
由
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事

項
の
誤
り
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
た
。

　

常
置
委
員
選
挙
結
果
（
半
数

改
選
）

【
教
職
】岸
俊
彦（
経
堂
北
）、長

山
信
夫
（
銀
座
）、
野
村
和
正

（
長
原
）、
菅
原
力
（
弓
町
本

郷
）、
松
下
恭
規
（
芝
）

【
信
徒
】棟
居
正（
柿
ノ
木
坂
）、

岡
田
義
信
（
田
園
調
布
）、
朝

岡
瑞
子
（
船
橋
）、
永
井
清
陽

（
経
堂
北
）、
持
田
二
郎
（
池

袋
西
）

　

教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

　

第
1
選
挙
（
教
職　

名
、
信

17

徒　

名
）

17
【
教
職
】
倉
橋
康
夫
（
富
士
見

町
）、
木
下
宣
世
（
西
千
葉
）、

長
山
信
夫
（
銀
座
）、
渡
邊
義

彦
（
柿
ノ
木
坂
）、
長
崎
哲
夫

（
東
京
山
手
）、
岸
俊
彦
（
経

堂
北
）、
中
村
公
一
（
代
々
木

中
部
）、
張
田
眞
（
鳥
居
坂
）、

山
北
宣
久
（
聖
ヶ
丘
）、
小
橋

孝
一
（
新
島
）、
中
村
征
一
郎

（
東
金
）、
菅
原
力
（
弓
町
本

郷
）、
今
泉
幹
夫
（
小
金
）、
石

井
錦
一
（
松
戸
）、
深
井
智
朗

（
滝
野
川
）、
藤
田
義
哉
（
玉

川
平
安
）、
松
下
恭
規
（
芝
）

【
信
徒
】鈴
木
優
子（
小
松
川
）、

川
上
郁
夫
（
西
新
井
）、
鈴
木

功
男
（
目
白
）、
棟
居
正
（
柿

ノ
木
坂
）、
樋
田
利
明
（
富
士

見
町
）、
池
田
浩
二
（
霊
南
坂
）、

持
田
二
郎
（
池
袋
西
）、
永
井

清
陽
（
経
堂
北
）、
岡
田
義
信

（
田
園
調
布
）、
朝
岡
瑞
子
（
船

橋
）、
吉
池
光
（
九
段
）、
岩
澤

嵩
（
銀
座
）、
澤
田
竹
二
郎
（
白

金
）、
笠
原
康
子
（
銀
座
）、
角

谷
多
美
子
（
安
藤
記
念
）、
小

平
正
宣
（
代
々
木
中
部
）、
石

渡
伸
一
（
聖
徒
）

　

第
2
選
挙
（
各
支
区
よ
り
2

名
づ
つ
）

【
教
職
】竹
井
真
人（
波
浮
）、井

上
馨（
小
岩
）、佐
野
英
二（
安
藤

記
念
）、
及
川
信
（
中
渋
谷
）、
田

村
博（
田
園
調
布
）、長
津
栄（
高

輪
）、
鍋
谷
憲
一
（
根
津
）、
山
本

裕
司（
西
片
町
）、岸
憲
秀（
千
葉

本
町
）、眞
嶋
威（
新
津
田
沼
）

【
信
徒
】黒
沢
咲
子（
下
谷
）、村

杉
早
苗
（
浅
草
）、
林
言
彦
（
渋

谷
）、
矢
崎
容
子
（
聖
ヶ
丘
）、
川

添
裕
一
（
自
由
が
丘
）、
柴
田
嘉

浩（
高
輪
）、浅
川
一
彦（
小
石
川

白
山
）、
甲
賀
和
彦
（
武
蔵
野
）、

奥
山
盾
夫
（
千
葉
本
町
）、
伏
見

陽
子（
新
津
田
沼
）

（
新
報
編
集
部
報
）

正議員503名、出席360名、最大規模の教区総会

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
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潟
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潟
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潟
潟
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潟
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潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

教
団
総
会
議
員
選
出
せ
ず

新
議
長
に
竹
花
和
成
氏

挙手多数で宣教方針改定特設委の設置が決まった

戒
規
、教
区
連
帯
金
に
議
論
集
ま
る

　

神
奈
川
を
除
き
、
各
教
区
総
会
が
終
わ
っ
た
。
ほ
ぼ
全
て
の
教
区
で
、
戒
規
及
び
聖
餐
式
、
教
区
連
帯
金
が
関
心

の
中
心
で
あ
り
、
ま
た
、
教
区
・
教
会
財
政
及
び
教
勢
が
い
よ
い
よ
深
刻
さ
を
ま
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
教

団
総
会
議
員
も
選
出
さ
れ
、
既
に
教
団
総
会
へ
向
け
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た
。
教
団
は
何
処
へ
向
か
う
の
か
。
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第　

号　

聖
餐

27
式
の
正
し
い
執

行
に
関
す
る

件
』
の
常
置
委

員
会
議
決
に
強

く
抗
議
し
、
同

議
決
の
撤
回
と

聖
餐
に
関
す
る

研
究
を
求
め
る

件
」
が
出
さ
れ

た
。当
議
案
は
、

議
案
整
理
委
員

会
が
一
事
不
再

議
に
あ
た
る
等
の
理
由
で
議
案

と
す
る
こ
と
は
不
適
切
と
し
た

も
の
の
、
動
議
に
よ
っ
て
第　
20

号
議
案
と
さ
れ
た
。
議
長
報
告

は
、
あ
く
ま
で
議
長
が
報
告
し

て
い
る
こ
と
に
対
す
る
承
認
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
上
で

承
認
さ
れ
た
。
第　

号
議
案
に

20

つ
い
て
は
、
議
論
途
中
で
閉
会

時
間
に
な
り
、
審
議
未
了
廃
案

と
な
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
重
要
議
案
は
、議

案
第　

号
、「
関
東
教
区
『
日
本

12

基
督
教
団
罪
責
告
白
』
に
関
す

る
件
」
で
あ
る
。委
員
会
が　

年
11

に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
、
ま
た
、
教
団
が
今
後
、
神
な

ら
ぬ
も
の
を
神
と
し
な
い
た
め

に
、
罪
責
の
告
白
が
大
切
で
あ

る
こ
と
等
が
主
張
さ
れ
た
。
一

方
で
、
告
白
と
い
う
言
葉
を
用
い

て
い
る
た
め
に
、
罪
責
告
白
が
、

信
仰
告
白
と
同
列
に
捉
え
ら
れ

て
し
ま
う
危
険
性
が
述
べ
ら
れ
、

自
ら
が
牧
会
す
る
教
会
に
持
っ

て
帰
れ
な
い
故
に
議
決
し
な
い

で
ほ
し
い
等
の
反
対
意
見
が
出

さ
れ
た
。
常
置
委
員
会
が
責
任

を
も
っ
て
扱
い
、
次
総
会
で
諮
る

戒
規
、聖
餐
式
の
有
り
様
で
も
議
論

ー
活
動
献
金
』
推
進
の
件
」、

並
び
に
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
受
け

入
れ
る
こ
と
と
す
る
、「『
2
0

1
1
年
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
キ

ャ
ラ
バ
ン
』
に
関
す
る
件
」
が

可
決
さ
れ
た
。

　

教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】疋
田
國
磨
呂（
大
宮
）、

秋
山
徹（
上
尾
合
同
）、小
池
正

造（
東
新
潟
）、石
橋
秀
雄（
越

谷
）、三
浦
修（
埼
玉
和
光
）、村

田
元（
原
市
）、熊
江
秀
一（
新

津
）、田
中
か
お
る（
安
行
）、平

山
正
道（
四
條
町
）、飯
塚
拓
也

（
竜
ヶ
崎
）、最
上
光
宏（
所
沢
み

く
に
）、島
田
進（
日
立
）、深
谷

春
男（
東
京
聖
書
学
校
吉
川
）、

森
淑
子（
狭
山
）

【
信
徒
】大
島
健
一（
大
宮
）、滝

川
英
子
（
七
里
）、
川
田
光
江

（
越
谷
）、
和
田
献
一
（
氏
家
）、

小
西
文
江
（
新
潟
）、
相
原
孝

至（
宇
都
宮
）、内
山
一（
鹿
島
）、

國
吉
常
喜
與
（
宇
都
宮
上
町
）、

半
田
真
樹
子
（
原
市
）、
吉
田

武
人
（
鴻
巣
）、
佐
久
間
文
雄

（
志
木
）、
伴
朋
子
（
前
橋
）、

福
本
正
美
（
西
那
須
野
）、
三

井
田
忠
昭
（
岩
槻
）

（
嶋
田
恵
悟
報
）

に
二
極
化
し
て
い
る
現
実
が
指

摘
さ
れ
た
。
部
落
解
放
に
関
す

る
議
案
と
し
て
、
献
金
目
標
額

を　

万
円
と
す
る
、「『
2
0
1

35
0
年
度
教
団
部
落
解
放
セ
ン
タ

こ
と
を
前
提
に
継
続
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

議
案
第　

号
、「
教
団
年
金
に

13

関
す
る
件
」
が
可
決
さ
れ
た
。

①
教
区
一
般
会
計
よ
り
「
年
金

局
協
力
金
」
と
し
て　

万
円
を

80

支
出
す
る
こ
と
、
②
謝
恩
日
献

金
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
、
③
経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
教
団
年
金
に
加
入
で
き
な
い

教
師
に
、
教
団
年
金
掛
け
金
の

教
師
負
担
分
を
支
援
す
る
こ
と

等
を
定
め
て
い
る
。

　

教
団
問
安
使
山
北
宣
久
議
長

の
挨
拶
を
巡
り
、
1
5
0
周
年

記
念
行
事
で
の
教
団
の
戦
争
責

任
の
位
置
づ
け
、
議
長
の
沖
縄

教
区
と
の
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

　

東
谷
誠
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー

長
の
挨
拶
が
あ
り
、
活
動
に
積

極
的
な
教
会
と
消
極
的
な
教
会

　

第　

回
関
東
教
区
総
会
が
、

60

5
月　

〜　

日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ

26

27

ク
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
開
会
時
、
正
議
員
2
6
3

名
中
1
7
8
名
の
出
席
で
開
催

さ
れ
た
。開
会
礼
拝
に
お
い
て
、

今
総
会
で
議
案
と
し
て
出
さ
れ

た
、
関
東
教
区
「
日
本
基
督
教

団
罪
責
告
白
文
」（
案
）
が
告

白
さ
れ
た
。

　

今
総
会
に
お
い
て
大
き
く
取

り
扱
わ
れ
た
こ
と
は
、
前
総
会

に
お
い
て
常
置
委
員
会
付
託
と

さ
れ
た
第　

号
議
案
、「
聖
餐
式

27

の
正
し
い
執
行
に
関
す
る
件
」

に
つ
い
て
、
常
置
委
員
会
で
可

決
さ
れ
た
こ
と
を
巡
っ
て
の
議

論
で
あ
る
。
議
長
報
告
に
お
い

て
、
常
置
委
員
会
が
第　

号
議

27

案
を
可
決
し
た
上
で
、「
常
議
員

会
が
教
団
の
す
べ
て
の
教
会
に

対
し
、
教
憲
・
教
規
に
基
づ
い

た
聖
餐
式
の
正
し
い
秩
序
を
守

り
、
そ
の
徹
底
を
図
る
よ
う
」

申
し
入
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
常
置
委
員

会
に
お
い
て
充
分
に
審
議
が
な

さ
れ
て
い
な
い
等
の
理
由
か

ら
、「『
第　

回
教
区
総
会
議
案

59

踏
ま
れ
て
い
な
い
。
委
員
会
が

面
談
を
申
し
入
れ
て
も
拒
否
さ

れ
て
お
り
、
決
定
が
性
急
で
あ

る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
合
同

教
会
と
し
て
の
一
致
点
で
あ
る

教
憲
・
教
規
に
違
反
す
る
な
ら

ば
、
戒
規
を
受
け
る
、
あ
る
い

は
教
団
を
出
る
覚
悟
が
な
け
れ

ば
い
い
加
減
で
あ
る
こ
と
、
各

個
教
会
総
会
の
決
議
が
教
憲
・

教
規
を
超
え
て
は
い
け
な
い
こ

と
、
教
憲
・
教
規
が
気
に
入
ら

な
い
な
ら
、
改
正
す
る
と
い
う

よ
う
な
手
続
き
を
重
ん
じ
る
べ

き
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

賛
成
の
立
場
か
ら
は
、
北
村

牧
師
が
面
談
を
拒
否
し
た
の
で

は
な
く
、
延
期
を
申
し
入
れ
た

の
だ
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
議
論
は
聖
餐
論
そ
の
も
の

に
も
及
ん
だ
。
未
受
洗
者
陪
餐

の
無
意
味
さ
が
述
べ
ら
れ
る
一

方
、
洗
礼
を
受
け
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
特
権
で
は
な
く
、
未

受
洗
者
が
聖
餐
に
あ
ず
か
っ
て

も
無
力
化
す
る
わ
け
で
は
な
い

と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
賛

否
半
ば
す
る
中
で
決
議
す
る
の

は
適
当
で
は
な
い
と
の
修
正
動

議
が
出
さ
れ
た
が
、否
決
さ
れ
、

議
員
総
数　

名
中　

名
の
賛
成

73

39

に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
。

　

議
案
第　

号
と
し
て
、「
教
会

10

強
化
特
別
資
金
運
用
規
定
に
関

す
る
件
」
が
議
論
さ
れ
た
。
現

在
の
ま
ま
で
は
財
源
が
枯
渇
し

て
し
ま
う
と
い
う
状
況
を
踏
ま

え
、
教
会
強
化
費
に
つ
い
て
、

牧
師
謝
儀
「
保
障
」
で
は
な
く

「
助
成
」
と
す
る
こ
と
、
伝
道

活
動
助
成
等
に
限
度
を
設
け
る

こ
と
等
の
変
更
が
提
案
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　

緊
急
議
案
と
し
て
、
日
本
政

府
に
対
し「『
普
天
間
を
は
じ
め

米
軍
基
地
の
撤
去
と
日
米
安
保

条
約
の
破
棄
を
求
め
、
日
本
国

憲
法
を
も
っ
て
平
和
裏
に
世
界

共
生
を
目
指
す
よ
う
す
す
め
る

声
明
』
を
発
す
る
件
」
が
出
さ

れ
、賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　

教
団
問
安
使
挨
拶
と
し
て
、

鈴
木
伸
治
書
記
が
教
団
議
長
挨

拶
を
朗
読
し
、
質
疑
が
行
わ
れ

た
。
教
区
活
動
連
帯
配
分
金
が

機
能
し
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

傾
向
、
北
村
牧
師
の
戒
規
に
つ

い
て
の
質
問
が
な
さ
れ
た
。
教

区
活
動
連
帯
配
分
金
に
つ
い
て

は
、
東
京
教
区
が
保
留
し
て
い

る
理
由
が
述
べ
ら
れ
、
検
討
委

員
会
が
各
教
区
の
関
係
を
深
め

て
い
く
よ
う
努
め
て
い
く
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】指
方
信
平（
旭
東
）、宮

�
達
雄
（
倉
敷
）、
小
松
茂
夫

（
鴨
方
）、
川
崎
善
三
（
米
子
錦

町
）、
服
部
修
（
蕃
山
町
）、
井

上
孝
仁
（
岡
山
）

【
信
徒
】
難
波
幸
矢
（
光
明
園

家
族
）、
太
田
直
宏
（
岡
山
）、

中
野
浩
（
倉
敷
水
島
）、
河
田
直

子（
蕃
山
町
）、佐
伯
元（
倉
敷
）、

近
藤
寅
之
輔
（
美
作
落
合
）

（
嶋
田
恵
悟
報
）

　

第　

回
東
中

59

国
教
区
総
会

が
、
5
月　

〜
24

　

日
、
倉
敷
教

25会
に
お
い
て
、

開
会
時
、
正
議

員　

名
中　

名

96

76

の
出
席
で
開
催

さ
れ
た
。

　

宮
川
経
宣
副

議
長
（
岡
山
信

愛
）
の
辞
任
に

伴
い
、
教
区
総

会
副
議
長
選
挙

が
行
わ
れ
、
新
た
に
小
松
茂
夫

教
師
（
鴨
方
）
が
選
任
さ
れ
た
。

　

最
も
関
心
を
集
め
活
発
に
議

論
さ
れ
た
の
は
、議
案
第　

号
、

11

「『
北
村
慈
郎
教
師
に
対
す
る

教
師
委
員
会
の
免
職
処
分
へ
の

抗
議
と
免
職
撤
回
を
要
請
す
る

声
明
』を
発
す
る
件
」。
教
師
委

員
会
の
戒
規
適
用
に
対
し
て
抗

議
が
述
べ
ら
れ
、
以
下
の
点
が

指
摘
さ
れ
た
。
全
教
団
的
論
議

が
な
い
ま
ま
戒
規
適
用
を
行
っ

た
こ
と
。
信
仰
職
制
委
員
会
の

権
力
化
。
教
師
委
員
会
が
、
教

団
総
会
で
可
決
さ
れ
た
第　

号
44

議
案
を
重
視
し
な
か
っ
た
総
会

軽
視
。
教
師
委
員
会
決
定
の
性

急
さ
。
教
団
に
分
裂
と
破
壊
を

も
た
ら
す
。
一
方
反
対
の
立
場

か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
意
見
が

述
べ
ら
れ
た
。
聖
餐
を
議
論
す

る
こ
と
な
く
フ
リ
ー
聖
餐
を
行

っ
た
こ
と
が
問
題
の
出
発
点
。

紅
葉
坂
教
会
が
聖
餐
を
受
洗
者

の
み
に
限
る
こ
と
を
定
め
た
教

会
規
約
8
条
の
削
除
を
決
議
し

た
際
、
出
来
な
い
と
の
答
申
が

出
て
お
り
、
正
当
な
手
続
き
が

「
聖
餐
式
の
正
し
い
執
行
に
関
す
る
件
」議
論
白
熱

信
濃
村
教
会
設
立
を
可
決

　

第　

回
東
海
教
区
総
会
は
5

88

月　

〜　

日
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

25

26

ル
浜
松
を
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
た
。
出
席
正
議
員
は
2
0
2

名
中
1
6
9
名
。

　

第
一
読
会
で
は
、
小
出
望
教

区
総
会
議
長
か
ら「
議
長
報
告
」

に
お
い
て
教
区
・
教
団
の
諸
重

要
事
項
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

教
区
内
の
自
然
災
害
に
つ
い

て
、
昨
夏
の
駿
河
湾
沖
地
震
で

建
物
に
被
害
を
受
け
た
3
教
会

（
静
岡
一
番
町
教
会
、
静
岡
草

深
教
会
、
静
岡
教
会
）
の
問
安
、

被
害
状
況
調
査
を
行
い
、
各
教

会
の
牧
師
か
ら
経
過
現
況
及
び

感
謝
報
告
が
な
さ
れ
た
。
未
受

洗
者
陪
餐
に
関
す
る
戒
規
執
行

を
め
ぐ
り
、「
話
し
合
い
を
徹
底

的
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
」「
多

数
決
で
は
教
団
を
二
分
し
て
し

ま
う
」
等
の
質
疑
が
あ
り
、
小

出
議
長
は
「
戒
規
と
は
処
罰
で

は
な
く
、
悔
い
改
め
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。
教
団
信
仰
告
白

と
教
憲
教
規
の
中
で
ど
の
よ
う

に
聖
餐
が
扱
わ
れ
て
い
る
か
、

そ
こ
に
立
つ
こ
と
が
目
的
で
あ

っ
て
多
数
決
で
決
ま
る
事
柄
で

は
な
い
。
教
団
の
現
状
況
に
お

い
て
は
、
教
憲
教
規
を
遵
守
す

る
教
会
が
痛
み
を
受
け
て
い

る
」
と
答
え
、
ま
た
「
話
し
合

い
も
な
し
に
未
受
洗
者
陪
餐
の

行
動
を
起
こ
し
た
の
は
誰
か
」

と
の
指
摘
も
議
場
よ
り
な
さ
れ

た
。

　

そ
の
他
、
議
案
「
信
濃
村
教

会
設
立
に
関
す
る
件
」
が
提
案

さ
れ
、
審
議
の
後
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
教
団
問

安
使
（
鈴
木
伸
治
教
団
書
記
）、

教
団
出
版
局
（
小
島
誠
志
理
事

長
）、
教
団
年
金
局
（
高
橋
豊
理

施
を
1
年
間
延
期

す
る
件
」
に
つ
い

て
。互
助
制
度
は
、

当
初
は　

年
度
か

11

ら
施
行
の
予
定
だ

っ
た
の
が
、
こ
の

度
の
総
会
で
一
年

延
長
す
る
議
案
が

提
出
さ
れ
、
可
決

さ
れ
た
。よ
っ
て
、

施
行
は　

年
度
か

12

ら
。
さ
ら
に
第
三

読
会
で
は
第
二
読

会
の
審
議
報
告
を
受
け
て
、
社

会
部
部
分
を
修
正
す
る
予
算
案

を
可
決
。
そ
れ
以
外
は
す
べ
て

原
案
承
認
と
な
っ
た
。
新
互
助

制
度
に
よ
り
教
区
か
ら
の
一
件

あ
た
り
の
謝
儀
援
助
は
若
干
の

減
額
と
な
り
、
そ
の
分
を
分
区

の
交
わ
り
で
対
応
す
る
必
要
が

出
て
き
た
。
各
教
会
の
連
帯
、

交
わ
り
の
力
が
今
後
試
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。「
謝
儀
互
助
は
伝

道
の
た
め
」
と
の
思
い
を
皆
が

共
有
し
つ
つ
前
進
し
て
行
く
こ

と
が
目
指
さ
れ
る
。

事
長
）か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
挨
拶
・

報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

第
二
読
会
は
3
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
議
案
審
議
を
行
っ

た
。
第
一
分
科
会
は
伝
道
部
、

婦
人
専
門
委
員
会
、
青
年
専
門

委
員
会
、
農
村
伝
道
専
門
委
員

会
、
教
育
部
、
社
会
部
、
教
師

部
、
部
落
差
別
問
題
特
別
委
員

会
、「
教
区
通
信
」各
事
業
計
画
。

第
二
分
科
会
は　

年
度
決
算
報

09

告
、
剰
余
金
処
分
、　

年
度
予

10

算
承
認
の
件
に
つ
い
て
。
第
三

分
科
会
は
「
新
互
助
制
度
の
実

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

　

准
允
式
・
按
手
礼
式
が
執
行

さ
れ
、
主
の
委
託
に
応
え
る
べ

く
新
た
な
補
教
師
3
名
が
立
て

ら
れ
、
臨
席
正
教
師
全
員
の
按

手
に
よ
り
正
教
師
1
名
が
祝
福

の
内
に
立
て
ら
れ
た
。
ま
た
記

念
式
で
は
、
1
年
間
に
逝
去
さ

れ
た
全
信
徒
の
名
前
が
朗
読
さ

れ
、
祈
り
に
覚
え
ら
れ
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】小
出
望（
静
岡
草
深
）、

北
紀
吉
（
愛
宕
町
）、
宮
本
義

弘
（
沼
津
）、
小
林
眞
（
遠
州
）、

松
木
田
博
（
甲
府
）、
佐
々
木

美
知
夫
（
静
岡
）、
森
田
恭
一

郎
（
遠
州
栄
光
）、
宇
田
真
（
佐

久
）、
山
本
将
信
（
篠
ノ
井
）、

鷹
澤
匠
（
信
州
）

【
信
徒
】塩
入
隆（
長
野
本
郷
）、

的
場
武
彦
（
下
田
）、
小
林
貞

夫
（
日
下
部
）、
原
田
昭
三
（
諏

訪
）、
稲
松
義
人
（
遠
州
栄
光
）、

本
堂
正
（
沼
津
）、
森
里
光
生

（
遠
州
）、
増
田
伸
子
（
静
岡

一
番
町
）、
原
田
勇
（
伊
那
坂

下
）、
石
垣
貞
子
（
三
島
）

（
松
本
の
ぞ
み
報
）

小出望議長による開会礼拝説教

正教師全員が登壇し、按手礼執行

東東海海

左から宮川前副議長、指方信平書記、
宮崎達雄議長、小松新副議長
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〃　
　
　

就（
代
）森
島　

豊

東
中
通　
　

辞（
代
）原
田
史
郎

　

〃　
　
　

就（
主
）福
井
博
文

飫
肥　
　
　

辞（
主
）橋
本
祐
樹

　

〃　
　
　

就（
主
）浦
上
結
慈

神
戸
栄
光　

就（
担
）橋
本
祐
樹

内
海　
　
　

辞（
主
）三
野
慶
仁

四
日
市　
　

辞（
主
）児
玉
義
也

　

〃　
　
　

辞（
担
）児
玉
慈
子

　

〃　
　
　

就（
主
）三
野
慶
仁

平
塚
富
士
見
町

　
　
　
　
　

就（
主
）児
玉
義
也

　

〃　
　
　

就（
担
）児
玉
慈
子

茅
ヶ
崎
堤　

辞（
担
）鈴
木
一
朗

川
和　
　
　

辞（
主
）兼
清
啓
司

静
岡
一
番
町
辞（
主
）加
藤　

誠

　

〃　
　
　

辞（
担
）加
藤
豊
子

　

〃　
　
　

就（
主
）兼
清
啓
司

佐
伯　
　
　

辞（
主
）宮
本
牧
人

　

〃　
　
　

就（
代
）野
口
春
夫

活
水
女
子
大
学

　
　
　
　
　

辞（
教
）村
瀬
義
史

箕
面
東　
　

辞（
主
）澤
田　

隆

代
田　
　

辞（
担
）小
田
島
修
治

藤
崎　
　
　

就（
担
）川
上
純
平

札
幌
北
光　

辞（
担
）清
水
明
次

ド
イ
ツ
ヴ
ェ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州

　
　
　
　
　

辞（
外
）南　

吉
衛

桑
名　
　
　

就（
主
）南　

吉
衛

琴
浦　
　
　

辞（
主
）藤
本　

真

洲
本　
　
　

就（
主
）藤
本　

真

西
川
口　
　

辞（
担
）永
本
慶
子

神
山　
　
　

辞（
代
）高
橋　

爾

　

〃　
　
　

就（
代
）宮
本
義
弘

香
貫　
　
　

辞（
主
）高
橋　

爾

　

〃　
　
　

辞（
担
）高
橋　

信

清
水　
　
　

辞（
代
）小
出　

望

　

〃　
　
　

就（
主
）高
橋　

爾

　

〃　
　
　

就（
担
）高
橋　

信

大
阪
九
條　

辞（
代
）春
名
康
範

　

〃　
　
　

就（
主
）津
田
一
夫

八
尾　
　
　

就（
代
）辻
中
昭
一

鳳　
　
　
　

就（
主
）鄭　

富
京

箕
面
東　
　

就（
代
）黒
米
理
恵

神
崎
川　

辞（
兼
主
）平
田　

哲

　

〃　
　
　

辞（
担
）橘
高　

聡

　

〃　
　
　

就（
主
）橘
高　

聡

日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ

ー
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　

辞（
教
）平
田　

哲

同
志
社
大
学
神
学
部

　
　
　
　
　

辞（
神
）森　

孝
一

山
谷　
　
　

辞（
主
）瀧　

栄
子

　

〃　
　
　

辞（
担
）金　

正
謨

　

〃　
　
　

就（
代
）倉
橋
康
夫

安
食　
　
　

就（
主
）中
村
一
義

五
反
田　
　

辞（
担
）原
田
裕
子

　

〃　
　
　

就（
担
）宮
部　

望

聖
隷
福
祉
事
業
団
聖
隷
三
方
原

病
院　
　
　

就（
教
）原
田
裕
子

愛
北　
　
　

辞（
代
）大
住　

元

　

〃　
　
　

就（
主
）服
部
尚
子

幸
町　
　
　

辞（
主
）町
田
久
子

大
台
め
ぐ
み
辞（
代
）丹
羽
利
夫

　

〃　
　
　

就（
主
）町
田
久
子

シ
ロ
ア
ム　

辞（
主
）船
水
牧
夫

御
器
所　
　

辞（
代
）渡
部
信
子

　

〃　
　
　

就（
主
）船
水
牧
夫

名
古
屋　
　

辞（
担
）中
村　

告

尾
鷲　
　
　

辞（
主
）荒
又
敏
徳

　

〃　
　
　

辞（
代
）三
坂
幸
英

愛
宕
町　
　

就（
担
）荒
又
敏
徳

東
京
池
袋　

辞（
担
）塚
本
洋
子

益
子　
　
　

辞（
主
）杉
村
和
子

小
出　
　
　

辞（
主
）安
藤
昭
良

　

〃　
　
　

就（
主
）清
水
明
次

松
山
東
雲
中
学
・
高
校

　
　
　
　
　

就（
教
）安
藤
昭
良

西
大
和　
　

辞（
担
）葛
井
義
顕

松
山
山
越　

辞（
主
）古
谷
健
司

　

〃　
　
　

就（
主
）葛
井
義
顕

鶴
川
学
院
鶴
川
シ
オ
ン
幼
稚
園

　
　
　
　
　

就（
教
）古
谷
健
司

東
和
歌
山　

辞（
主
）竹
前　

治

清
瀬
信
愛　

辞（
主
）本
宮　

喨

　

〃　
　
　

就（
主
）竹
前　

治

東
京
復
活　

辞（
主
）田
村
信
征

　

〃　
　
　

就（
担
）田
村
信
征

　

〃　

就（
兼
主
）小
田
原
紀
雄

桜
美
林　

辞（
主
）柳
原
鐵
太
郎

　

〃　
　

就（
担
）柳
原
鐵
太
郎

　

〃　
　
　

辞（
担
）木
村
智
次

　

〃　
　
　

就（
主
）木
村
智
次

　

訂
正
・
お
詫
び

　

4
7
0
0
号
１
面
、東
北
教

区
総
会
報
告
、教
団
総
会
議
員

名
・
信
徒
、菊
地
護
を
菊
池
護
に

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

　

同
号
3
面
、事
務
局
報（
教
師

異
動
）、「
神
戸
平
安　

辞（
担
）

畑　

昌
子
」は
、「
神
戸
栄
光　

辞（
担
）畑　

昌
子
」に
お
詫
び

し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

三
永
恭
平
氏
（
隠
退
牧
師
）

　
　

年
5
月　

日
、
逝
去
。　

10

12

89

歳
。
広
島
県
に
生
ま
れ
る
。　
'48

年
日
本
基
督
教
神
学
専
門
学
校

を
卒
業
、
同
年
荻
窪
中
通
教
会

に
赴
任
、　

年
よ
り　

年
ま
で

'59

'97

永
福
町
教
会
を
牧
会
し
た
。
遺

族
は
息
・
三
永
信
泰
さ
ん
。

沼
　
信
行
氏
（
隠
退
牧
師
）

　
　

年
5
月　

日
、
逝
去
。　

10

17

91

歳
。
熊
本
県
に
生
ま
れ
る
。　
'41

委員会別口勘定について見解と
計画を協議、予決に答申
第3回台湾協約委員会 

　

第　

回
ア
ジ
ア
・
キ
リ
ス
ト

13

教
協
議
会
（
Ｃ
Ｃ
Ａ
）
総
会
が
、

4
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
マ

15

20

レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
主
題
は
「
預
言
と
和
解
と

癒
し
へ
の
召
命
」
で
、
日
本
基

督
教
団
か
ら
は
代
議
員
と
し
て

大
宮
溥
が
出
席
、
他
に
Ｎ
Ｃ
Ｃ

か
ら
4
名
、
在
日
大
韓
基
督
教

会
か
ら
1
名
が
参
加
し
た
。

《
ア
ジ
ア
の
中
の
教
会
の
使
命
》

　

総
会
に
お
け
る
議
長
団
、
総

幹
事
、
名
誉
会
計
等
の
報
告
を

通
じ
て
描
き
出
さ
れ
た
ア
ジ
ア

の
地
域
的
文
脈
は
、
全
体
的
に

や
や
向
上
安
定
が
見
ら
れ
る

が
、
貧
困
、
暴
力
、
性
差
別
、

集
団
的
独
占
と
強
制
的
移
動
、

環
境
破
壊
、
核
武
装
と
軍
事
増

強
、
人
権
侵
害
と
少
数
民
族
弾

圧
に
苦
し
ん
で
い
る
。
ア
ジ
ア

の
教
会
は
こ
の
現
実
に
対
し
て

挑
戦
し
「
預
言
者
的
批
判
と
、

和
解
と
癒
し
へ
の
参
与
」
を
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
立
ち
向

か
う
た
め
に
は
、
諸
教
会
と
諸

国
家
が
一
致
連
帯
し
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

「
預
言
と
和
解
と
癒
し
へ
の
召
命
」を
主
題
に

第
　
回
ア
ジ
ア・
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
総
会
開
催

13

マレーシアの首都クアラルンプールで

　

教
師
異
動

長
崎
古
町　

辞（
主
）福
井
博
文

　

教
規
に
規
定
さ
れ
た
当
委
員
会
の
任

務
は
「
本
教
団
の
信
仰
告
白
、
教
憲
教

規
の
解
釈
、
礼
拝
・
礼
典
お
よ
び
諸
儀

式
、
信
仰
お
よ
び
職

制
な
ら
び
に
教
会
的

機
能
に
関
す
る
事

項
」（
教
規
第　

条
）

44

で
あ
る
が
、
昨
今
の

状
況
か
ら
は
「
教
憲

教
規
の
解
釈
」
の
み

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
確
か
に
教
会

裁
判
所
を
持
た
な
い
当
教
団
に
お
い

て
、
唯
一
、
有
権
的
解
釈
を
委
ね
ら
れ

て
い
る
当
委
員
会
の
働
き
は
、
あ
ら
ゆ

る
立
場
か
ら
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い

で
あ
ろ
う
。
答
申
に
対
す
る
批
判
は
甘

ん
じ
て
お
受
け
し
た
い
。

　

ま
た
常
に
自
戒
し
た
い
の
は
、
こ
の

委
員
会
が
「
解
釈
」
と
「
答
申
」
に
名

を
借
り
て
、
直
接
解
釈
と
し
て
も
類
推

解
釈
と
し
て
も
、
教
規
か
ら
導
き
出
す

こ
と
の
で
き
な
い
事
柄
を
提
示
し
、
実

質
的
に
新
た
な
規
則
を
作
り
出
し
て
し

ま
う
こ
と
で
あ
る
（
先
例
集
に
も
そ
の

よ
う
な
答
申
が
散
見
さ
れ
る
）。教
規
の

追
加
や
改
変
に
は
総
会
の
3
分
の
2
以

上
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
が
、
一
常
設

委
員
会
が
実
質
的
に
新
た
な
規
則
を
作

り
出
す
事
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

な
お
、
こ
の
委
員
会
の
「
信
仰
職
制
」

と
い
う
名
称
は
、
そ
の
淵
源
の
一
つ
を

1
9
2
7
年
に
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
開
催
さ

れ
た
「
信
仰
と
職
制
世
界
会
議
」
に
持

つ
。
こ
れ
は
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の

中
で
信
仰
と
職
制
に
お
け
る
諸
教
派
の

一
致
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現

在
そ
の
視
点
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
Ｗ
Ｃ
Ｃ
の
諸
活
動

を
検
討
・
評
価
し
つ
つ
、
今
後
の
方
向

性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
委
員
会

職
務
の
他
の
項
目
に
も
目
を
向
け
、
告

白
共
同
体
と
し
て
の
教
団
形
成
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

（
信
仰
職
制
委
員
長
）

信仰と職制
岡本知之

信仰職制委員会

る
に
近
年
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は

エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
へ
の
情
熱
と

献
身
と
が
衰
え
て
い
る
。
エ
キ

ュ
メ
ニ
ズ
ム
に
対
し
て
、
福
音

派
や
原
理
主
義
（
根
本
主
義
）、

ま
た
独
善
的
な
教
派
主
義
が
台

頭
し
て
い
る
。
今
一
度
キ
リ
ス

ト
の
福
音
を
共
に
担
う
姿
勢
を

確
立
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
宗

教
や
社
会
の
他
の
人
た
ち
と

も
、
真
実
の
共
同
体
形
成
の
た

め
に
協
働
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
と
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
協
議
会
や
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
の
論
議
が
交
わ
さ
れ

た
。

《
新
し
い
執
行
体
制
》

　

総
会
は
現
任
の
プ
ラ
ウ
ア
ト
・

キ
ド
＝
ア
ー
ン
氏
の
後
任
と
し
て

新
総
幹
事
に
ヘ
ン
リ
エ
ッ
テ
・
タ
ビ

タ
・
フ
タ
バ
ラ
ッ
ト
＝
レ
バ
ン
博
士

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
を
選
出
し
た
。

Ｃ
Ｃ
Ａ
に
お
け
る
初
の
女
性
総

幹
事
で
あ
る
。

　

日
本
か
ら
は
常
議
員
と
し
て

上
田
博
子
牧
師
（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
総
会

書
記
、
総
幹
事
代
行
事
務
取

扱
）、信
仰
宣
教
一
致
委
員
に
木

谷
佳
南
さ
ん
（
同
志
社
大
学
院

生
）、正
義
国
際
発
展
奉
仕
委
員

に
許
伯
基
（
ホ
・
ベ
ッ
キ
）
牧

師
（
在
日
大
観
基
督
教
会
）
が

選
出
さ
れ
た
。

《
新
し
い
事
務
所
》

　

Ｃ
Ｃ
Ａ
は
2
0
0
6
年
に
事

務
所
を
香
港
か
ら
タ
イ
の
チ
ェ

ン
マ
イ
に
移
転
し
た
。
種
々
の

面
で
転
換
期
で
あ
る
。

（
大
宮
溥
報
）

　

第　

総
会
期
第
3
回
台
湾
協

36

約
委
員
会
が
4
月　

日
午
後
に

28

教
団
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

　

村
山
盛
芳
委
員
長
に
よ
る
聖

書
日
課
朗
読
お
よ
び
開
会
祈
祷

の
後
、
4
月
に
着
任
し
た
加
藤

誠
担
当
幹
事
か
ら
自
己
紹
介
と

世
界
宣
教
委
員
会
に
関
わ
る

種
々
の
報
告
を
受
け
た
。

　

主
な
議
事
は
次
の
通
り
。

　

2
0
0
9
年
度
会
計
に
関
し

て
は
、
担
当
職
員
か
ら
資
料
に

基
づ
い
た
説
明
を
受
け
て
、
承

認
さ
れ
た
。

　

6
月　

日
か
ら
7
月　

日

29

15

に
、
台
湾
で
開
催
さ
れ
る
「I

L
o
v
e
T
aiw
an
M
issio
n
2

0
1
0

」
に
つ
い
て
は
、
教
団
新

報
紙
上
に
お
い
て
な
さ
れ
た
公

募
に
応
じ
た
2
名
の
書
類
選
考

を
行
い
、
参
加
を
承
認
。
こ
の

2
名
の
派
遣
に
伴
う
航
空
運
賃

半
額
補
助
と
海
外
旅
行
傷
害
保

険
料
を
「
別
口
勘
定
：
台
湾
協

約
委
員
会
」
か
ら
支
出
す
る
こ

と
も
併
せ
て
可
決
さ
れ
た
。
ま

た
、
こ
の
報
告
会
を
7
月　

日
23

（
後
日
、
都
合
に
よ
り　

日
に

30

変
更
）
に
東
京
台
湾
教
会
に
お

い
て
行
う
こ
と
も
決
め
ら
れ

た
。

　

ま
た
、
予
算
決
算
委
員
会
か

ら
出
さ
れ
た
、
当
委
員
会
の
所

管
し
て
い
る
別
口
勘
定
に
つ
い

て
の
見
解
と
計
画
を
求
め
る
文

書
に
つ
い
て
対
応
を
協
議
。

　

こ
の
資
金
は
歴
史
的
に
見
れ

ば
、
か
つ
て
台
湾
で
民
主
化
運

動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
ろ
に
、

教
団
が
支
援
活
動
の
た
め
に
発

行
・
出
版
し
た
印
刷
物
の
売
上

利
益
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
翻
訳
作
業
は
台

湾
の
方
々
の
無
償
奉
仕
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
当
委

員
会
は
こ
れ
ま
で
も
確
認
し
て

き
た
通
り
、
こ
の
資
金
は
台
湾

基
督
長
老
教
会
に
関
す
る
活
動

の
た
め
に
用
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
立
場
を
明
確
に
し
、

当
委
員
会
よ
り
派
遣
す
る
青
年

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
上
記
の
「I

L
o
v
e
T
aiw
an

」
な
ど
）
へ

の
補
助
や
自
然
災
害
被
災
へ
の

見
舞
い
献
金
、「
台
湾
通
信
合

本
」
第
2
集
の
作
成
な
ど
の
具

体
的
な
計
画
を
添
え
て
、
予
算

決
算
委
員
会
へ
答
申
す
る
こ
と

と
し
た
。

（
高
橋
真
人
報
）

年
関
西
学
院
大
学
神
学
部
を
卒

業
、　

年
よ
り
大
阪
昭
和
教
会

'42

に
赴
任
、
兵
庫
松
本
通
教
会
を

経
て　

年
よ
り　

年
ま
で
山
崎

'53

'86

教
会
を
牧
会
し
た
。遺
族
は
息
・

沼
信
さ
ん
。

小
笠
原
亮
一
氏
（
隠
退
教
師
）

　
　

年
5
月　

日
、
逝
去
。　

10

24

75

歳
。
青
森
県
に
生
ま
れ
る
。　
'64

年
京
都
大
学
大
学
院
博
士
課
程

を
終
了
。　

年
准
允
、
同
年
北

'83

白
川
教
会
に
赴
任
、　

年
よ
り

'97

　

年
ま
で
五
所
川
原
教
会
を
牧

07会
し
た
。
遺
族
は
妻
・
順
さ
ん
。

奥
羽
教
区

　

教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】邑
原
宗
男（
江
刺
）、雲

然
俊
美
（
秋
田
桜
）、
願
念
望

（
青
森
松
原
）、
松
村
重
雄
（
弘

前
南
）、
松
浦
裕
介
（
下
ノ
橋
）、

白
戸
清
（
野
辺
地
）、
村
上
義
治

奥奥羽羽

（
舘
坂
橋
）

【
信
徒
】鈴
木
務（
秋
田
高
陽
）、

浅
沼
千
春
（
秋
田
桜
）、
深
澤

秀
男
（
下
ノ
橋
）、
松
尾
亨
（
青

森
松
原
）、
三
上
敦
子
（
田
名

部
）、
遠
藤
清
賢
（
江
刺
）、
久

保
征
紀
（
奥
中
山
）

※
奥
羽
教
区
か
ら
、
常
置
委
員

会
の
決
定
と
し
て
教
団
新
報
の

取
材
を
拒
否
し
、
陪
席
も
傍
聴

も
許
可
し
な
い
と
の
通
知
を
受

け
ま
し
た
。
教
団
新
報
編
集
部

と
し
て
は
取
材
報
道
は
不
可
能

と
判
断
し
、
教
区
か
ら
教
団
事

務
局
宛
知
ら
せ
が
あ
っ
た
選
挙

結
果
の
み
を
掲
載
致
し
ま
す
。

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
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第　

回　

キ
リ
ス
ト
教
系
宗
教

36
法
人
の
た
め
の
法
人
事
務
・
会

計
実
務
研
修
会

期
間　
　

年　

月　

〜　

日

10

10

12

14

会
場　

富
士
箱
根
ラ
ン
ド

主
催　
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会

内
容　

法
人
実
務
ク
ラ
ス
、
会

　

計
事
務
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン

　

会
計
導
入
コ
ー
ス

応
募
資
格　

特
に
な
し
。
教
会

　

役
員
、
個
人
参
加
可

参
加
費
用　

参
加
費
3
万
3
千

　

円
（
3
〜
4
人
部
屋
）

　

と
交
通
費

問
合
せ　

総
幹
事
室

0
3
儿
3
2
0
7
儿
8
7
6
8

応
募
締
切
り　

9
月
3
日（
金
）

　

長
崎
東
山
手
の
丘
に
登
る
道
は

「
オ
ラ
ン
ダ
坂
」
と
呼
び
な
ら
わ
さ

れ
て
い
る
。
明
治
初
期
、
こ
の
辺
り

は
居
留
地
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
外

国
人
た
ち
が
行
き
交
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
坂
の
途
中
に
あ
る
活
水
女
子
大

学
の
正
門
を
通
っ
て
石
段
を
登
り
き

る
と
、
急
に
眺
望
が
開
け
、
右
手
に

は
芝
生
の
校
庭
と
赤
い
屋
根
の
校

舎
、
左
手
に
は
谷
一
つ
隔
て
て
グ
ラ

バ
ー
園
と
そ
の
先
の
海
が
目
に
飛
び

こ
む
。

　

校
庭
の
入
り
口
に
3
本
の
楠
が
聳

え
立
つ
。
枝
葉
が
生
い
茂
り
、
ま
る

で
登
校
す
る
者
を
両
手
広
げ
て
歓
迎

し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

　

こ
の
楠
は
創
立
者
に
よ
っ
て
植
え

ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

こ
と
は
校
歌
に
も
う
た
わ
れ
て
い

る
。
創
立
か
ら
1
2
6
年
経
っ
た
2

0
0
5
年
の　

月
、
私
た
ち
は
こ
の

12

楠
の
傍
ら
に
、

活
水
学
院
に
遣

わ
さ
れ
た
歴
代

宣
教
師
を
記
念

す
る
碑
を
建
立

し
た
。
そ
こ
に

名
を
刻
ま
れ
た

宣
教
師
は　

名
。
全
員
が
女
性
で
あ

76

る
。
石
碑
に
は
次
の
銘
文
が
添
え
ら

れ
た
。

　
「
1
8
7
9
年
、遥
か
ア
メ
リ
カ
よ

り
太
平
洋
を
わ
た
っ
て
二
人
の
宣
教

師
が
長
崎
に
赴
い
た
。
二
人
は
直
ち

に
キ
リ
ス
ト
教
を
基
盤
と
す
る
女
性

の
学
校
を
開
い
た
。
活
水
学
院
の
創

設
で
あ
る
。
以
来
1
2
6
年
間
、
学

院
は
幾
多
の
試
練
に
も
挫
か
れ
る
こ

と
な
く
、
初
心
を
貫
き
、
使
命
を
果

た
し
、
今
日
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の

間
、
神
の
召
し
に
応
じ
て
学
院
に
奉

職
し
た
宣
教
師
は
　
名
。
か
れ
ら
の

76

祈
り
と
献
身
は
学
院
の

根
底
を
支
え
た
。
神
を

敬
い
人
を
愛
す
る
精
神

に
発
す
る
か
れ
ら
の
教

育
は
、
指
導
力
と
高
潔

な
心
情
を
そ
な
え
た
女

性
を
数
多
く
育
て
た
。

今
わ
れ
わ
れ
は
、
歴
代

の
宣
教
師
と
か
れ
ら
を

派
遣
し
支
え
た
人
々
に

対
し
深
甚
の
敬
意
と
感

謝
を
覚
え
つ
つ
、
こ
の

記
念
の
碑
を
建
立
す

る
。い

か
に
美
し
い
こ
と

か山
々
を
行
き
巡
り
、

良
い
知
ら
せ
を
伝
え

る
者
の
足
は

（
イ
ザ
ヤ
書
　
・
7
）」

52

　

活
水
学
院
の
創
立
者
エ
リ
ザ
ベ
ス

・
ラ
ッ
セ
ル
宣
教
師

と
協
力
者
ジ
ー
ン
・

ギ
ー
ル
宣
教
師
を
送

り
出
し
た
の
は
、
ア

メ
リ
カ
・
メ
ソ
ジ
ス

ト
教
会
の
婦
人
外
国
伝
道
協
会
で
あ

る
。
派
遣
を
要
請
し
た
の
は
、
す
で

に
1
8
7
3
年
か
ら
長
崎
で
宣
教
活

動
を
し
て
い
た
Ｊ
・
Ｃ
・
デ
ヴ
ィ
ソ

ン
宣
教
師
で
あ
る
。

　

二
人
が
長
崎
で
の
教
育
活
動
を
開

始
し
た
の
は
、
長
崎
到
着
の
わ
ず
か

8
日
後
。
生
徒
は
一
人
だ
け
で
あ
っ

た
。
生
徒
も
教
師
も
互
い
の
国
語
が

わ
か
ら
な
い
。
た
だ
表
情
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
ト
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
、

と
ラ
ッ
セ
ル
師
は
記
し
て
い
る
。
し

か
し
、
日
を
追
っ
て
二
人
の
日
本
語

は
上
達
し
、
日
本
語
で
聖
書
が
読
め

る
ほ
ど
に
な
る
。
生
徒
数
も
徐
々
に

増
加
し
、
3
年
後
に
は　

名
を
越
す

40

人
数
に
な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
二
人

は
校
舎
の
新
築
を
思
い
立
つ
。　

名
60

の
寮
生
、　

名
の
通
学
生
を
教
育
す

40

る
の
に
十
分
な
広
さ
を
も
つ
壮
麗
な

学
舎
が
東
山
手
の
丘
に
建
っ
た
。
そ

の
1
年
ぐ
ら
い
前
に
は
「
活
水
」
と

い
う
校
名
も
定
ま
っ
て
い
た
。
ヨ
ハ

ネ
に
よ
る
福
音
書
4
章
に
由
来
す

る
。

　

日
本
の
義
務
教
育
制
度
は
1
8
7

3
年
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
就
学
率
は

き
わ
め
て
低
か
っ
た
。
女
子
の
就
学

率
は
さ
ら
に
低
か
っ
た
。
例
え
ば
1

8
8
2
年
の
場
合
、
男
子　

・　

％

66

99

に
対
し
、
女
子
は　

・　

％
で
あ
る
。

33
04

長
崎
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

状
況
で
あ
る
か
ら
、
活
水
の
よ
う
な

女
子
を
対
象
と
す
る
学
校
の
発
展

は
、
女
子
へ
の
学
校
教
育
の
普
及
に

も
貢
献
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
い
く
つ
も

の
点
で
活
水
は
先
駆
性
を
発
揮
し

た
。
例
え
ば
音
楽
教
育
。
公
立
の
学

校
が
規
程
上
は
音
楽
（「
唱
歌
」
と

呼
ば
れ
た
）
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
設

定
し
て
い
な
が
ら
、「
当
分
こ
れ
を
欠

く
」
と
し
て
実
施
を
見
合
わ
せ
て
い

た
と
き
に
、
早
く
も
活
水
で
は
本
格

的
に
音
楽
教
育
が
実
践
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
音
楽
を
含
む
リ
ベ
ラ
ル
ア

ー
ツ
的
な
内
容
構
成
は
今
も
活
水
学

院
の
底
流
を
成
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
1
8
9
3
年
、
津
波
に
よ

っ
て
身
寄
り
を
失
っ
た
女
児
を
引
き

受
け
て
養
育
す
る
施
設「
活
水
女
園
」

を
開
設
し
て
、
児
童
福
祉
活
動
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
も
銘
記
し
て
お
き
た

い
。

　

来
日
し
て
か
ら　

年
間
、
長
崎
の

40

活
水
学
院
一
筋
に
勤
め
ら
れ
た
ラ
ッ

セ
ル
師
。
そ
の
豊
穣
な
活
動
を
貫
く

基
本
姿
勢
を
表
す
言
葉
が
、
活
水
学

院
大
チ
ャ
ペ
ル
の
前
面
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。

Ifyo
u
co
uld
see
it,
yo
u

w
ould

find
the
g
irlhood

of
Jap
an
w
ritten

on
m
y

heart.

　

心
に
刻
む
ほ
ど
に
徹
底
し
て
生
徒

を
愛
し
隣
人
を
愛
す
る
、
こ
の
姿
勢

を
こ
そ
私
た
ち
は
ラ
ッ
セ
ル
師
か
ら

学
び
受
け
ま
た
次
代
に
受
け
渡
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
こ
の
言
葉

と
向
き
合
う
た
び
に
思
わ
さ
れ
る
。

　

先
日
、
幼
稚
園
の
教
師
会
で
、
キ

リ
ス
ト
教
・
教
会
と
の
出
会
い
を
振

り
返
り
、
キ
リ
ス
ト
教
保
育
に
つ
い

て
の
考
え
を
語
る
機
会
が
与
え
ら
れ

た
。
そ
こ
で
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た

の
は
、
自
分
に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
教

と
保
育
は
分
か
ち
が
た
く
し
っ
か
り

と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

光
子
さ
ん
が
キ
リ
ス
ト
教
に
出
会

っ
た
の
は
、
高
校
卒
業
ま
で
一
貫
し

て
学
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
な
る
キ
リ
ス

ト
教
学
校
の
幼
稚
園
に
入
園
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
幼
稚
園
入

園
を
機
会
に
教
会
学
校
へ
も
通
い
は

じ
め
た
。
し
か
し
そ
も
そ
も
、
お
母

さ
ん
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
学
校
に
学

び
、
光
子
さ
ん
と
同
じ
学
校
に
学
ん

だ
親
戚
や
、
洗
礼
を
受
け
て
い
る
親

戚
も
い
た
の
で
生
ま
れ
な
が
ら
に
キ

リ
ス
ト
教
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
に
い
た

わ
け
で
は
な
い
。

　

幼
稚
園
、
学
校
で
の
礼
拝
、
日
曜

日
の
教
会
学
校
、
す
べ
て
の
こ
と
を

覚
え
て
い
る
の
で
は
な
い
が
種
蒔
き

の
時
期
で
あ
っ
た
。
高
校
生
に
な
っ

た
と
き
多
く
の
友
人
た
ち
が
通
う
聖

ヶ
丘
教
会
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
高
校
3
年
生
の
と
き
十
数
年
に

わ
た
っ
て
蒔
か
れ
て
き
た
種
が
果
を

結
び
洗
礼
を
受
け
た
。

　

大
学
で
は
保
育
に
進
路
を
定
め
学

ん
だ
。
光
子
さ
ん
は
、
そ
れ
し
か
自

分
に
は
で
き
な
い
か
ら
、と
言
う
が
、

幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
一
貫
し
た
教

育
の
結
果
と
し
て
当
然
の
道
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
大
学
卒
業
後
、
教
会
付

属
幼
稚
園
に
勤
め
、
教
会
で
は
青
年

会
に
て
信
仰
を
育
て
ら
れ
た
。

　

教
会
に
奉
仕
す
る
こ
と
と
、
キ
リ

ス
ト
教
保
育
に
さ
ら
に
従
事
す
る
に

は
二
つ
の
こ
と
が
影
響
し
た
。
ひ
と

つ
は
、
母
校
の
幼
稚
園
に
保
育
者
と

し
て
戻
り
、
そ
こ
で
キ
リ
ス
ト
者
、

保
育
者
と
し
て
良
き
模
範
と
な
る
先

輩
を
得
た
こ
と
。
今
ひ
と
つ
は
、
子

ど
も
を
出
産
し
、
子
ど
も
ぐ
る
み
の

関
係
が
教
会
の
中
に
広
が
っ
て
い
っ

た
こ
と
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
光
子
さ

ん
に
保
育
者
と
し
て
の
志
を
さ
ら
に

高
く
広
く
開
い
て
く
れ
た
。

　

育
て
ら
れ
て
き
た
教
会
を
離
れ
、

新
た
な
教
会
、
幼
稚
園
で
の
奉
仕
、

働
き
を
は
じ
め
て
6
年
目
。
理
想
と

描
く
キ
リ
ス
ト
教
保
育
を
目
指
し
、

今
日
も
な
お
一
歩
、
子
ど
も
た
ち
と

と
も
に
歩
み
を
進
め
る
。

唖

愛
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最
近
よ
く
『
教
団
の
教
会
観
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
す
か
』と
質
問
さ
れ
る
。

そ
の
時
私
は
、
教
団
信
仰
告
白
の
教
会

の
項
の
告
白
文
を
引
用
し
て
答
え
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
『
教
会

は
主
キ
リ
ス
ト
の 
体 
に
し
て
、
恵
み
に

か
ら
だ

よ
り
召
さ
れ
た
る
者
の 
集 
ひ
な
り
。』と

つ
ど

教
会
の
本
質
が
告
白
さ
れ
、
更
に
『
教

会
は 
公 
の

お
ほ
や
け

 
礼 れい 
拝 
を
守
り
、
福
音
を
正
し

は
い

く 
宣 
べ
伝
へ
、
バ
プ
テ
ス
マ
と
主
の

の

 
晩 ばん

 
餐 
と
の
聖
礼
典
を

さ
ん

 
執 
り
行
ひ
、
愛
の
わ

と

ざ
に
励
み
つ
つ
、
主
の
再
び
来
た
り
た

ま
ふ
を
待
ち
望
む
』
と
教
会
の
使
命
が

告
白
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
告
白
さ
れ
て
い
る
『
教
会
』

に
つ
い
て
簡
潔
に
言
い
直
し
て
み
る
と

以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

①
教
会
と
は

毅

毅

毅

毅

ま
ず
神
に
召
さ
れ
た
者

た
ち
の
礼
拝
共
同
体

毅

毅

毅

毅

毅

（
求
道
者
も
含
め

た
）
で
す
。
そ
の
礼
拝
に
お
い
て
、
主

か
ら
与
え
ら
れ
た
公
同
教
会
の
権
能
で

あ
る
神
の
言
の
説
教
と
洗
礼
と
聖
餐
が

行
わ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
聖
書
が
証
し

す
る
福
音
が
正
し
く
宣
べ
伝
え
ら
れ
る

と
き
『
イ
エ
ス
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
』

と
の
信
仰
が
芽
生
え
、
②
教
会
は
信
仰

毅

毅

毅

毅

毅

告
白
共
同
体

毅

毅

毅

毅

毅

と
な
り
ま
す
。
こ
の
キ
リ

ス
ト
告
白
を
し
た
者
は
キ
リ
ス
ト
と
一

つ
と
な
る
洗
礼
（
聖
礼
典
）
を
受
け
て

キ
リ
ス
ト
の
体
で
あ
る
教
会
に
加
え
ら

れ
ま
す
。
③
教
会
は
ま
さ
に
洗
礼
共
同

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

体毅

な
の
で
す
。
洗
礼
共
同
体
で
あ
る
教

会
の
一
員
と
な
っ
た
者
は
、
キ
リ
ス
ト

と
一
つ
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
体
得
す

る
パ
ン
と
ブ
ド
ウ
酒
を
い
た
だ
く
聖
餐

（
聖
礼
典
）
に
与
り
、
④
教
会
が
聖
餐

毅

毅

毅

毅

毅

共
同
体

毅

毅

毅

で
あ
る
こ
と
を
深
く
知
っ
て
い

き
、
永
遠
の
み
国
へ
の
望
み
を
確
か
に

さ
れ
て
い
く
の
で
す
。
こ
れ
が
教
団
の

教
会
観
の
素
描
で
す
。

（
教
団
総
幹
事　

内
藤
留
幸
）

教
団
の
教
会
観
は

教
団
の
教
会
観
は
？？

田崎　光子さん

キリスト教と保育、
ひとつのもの

　1965年、東京生まれ。ベテル
幼稚園主任、柿ノ木坂教会員。

上／ラッセル女史
中／ラッセル先生に女園の子どもた
ちへの贈り物を託す活水幼稚園
児たち

下／活水歴代宣教師記念碑

生徒らを心に刻んで
−ラッセル校長の40年−

野々村　昇
（活水学院院長）

♢
参
加
者
募
集
♢

台
湾
基
督
長
老
教
会
と
日
本
基

督
教
団
と
の
青
年
交
流
会

（Y
o
u
th
M
is
s
io
n

）

◎
期
間　

2
0
1
0
年
8
月　
10

日
（
火
）
〜　

日
（
月
）

23

◎
募
集
人
数　

6
名

◎
応
募
資
格
　
日
本
基
督
教
団

の
教
会
お
よ
び
関
係
学
校
・

団
体
の
牧
師
・
教
務
教
師
の

推
薦
を
受
け
た
青
年

◎
交
通
費　

半
額
負
担
（
S
C

F
が
半
額
を
負
担
）、帰
り
の

交
通
費
と
お
小
遣
い
等
（
約

4
万
円
）
は
自
己
負
担

◎
滞
在
費　

無
料
（
台
湾
基
督

長
老
教
会
が
負
担
）

◎
締
め
切
り　

7
月
9
日（
金
）

◎
申
込
先　

日
本
基
督
教
団
教

育
委
員
会
／
℡
0
3
儿
3
2

0
2
儿
0
5
4
4
、
担
当
／

草
深
茂
雄
、
メ
ー
ル
／k

u
sa

fu
k
a@
u
ccj.o
rg

◎
主
催　

日
本
基
督
教
団
・
台

湾
基
督
長
老
教
会

◎
後
援　

学
生
キ
リ
ス
ト
教
友

愛
会
（
S
C
F
）

番外編
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